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半期を終えての EMC活動  
EMC委員長 島田 博司    

    

河合会長期も早いもので半年を過

ぎました。私の EMC 活動もはや
半分を過ぎたわけですがなかなか

メンバー増強という面では大変苦

戦しています。今期初めに私自身

の中でとにかく退会者を出さない。

入会して間もないメンバーのケア

をする。そしてゲストにこられた

方に声をかけ親しみやすい例会に

してもらうことを目標としてあげ

たわけですが、まだまだ実行して

いるとはいえません。反省ばかりです。そんな中先日は広

報 100 人例会が行われ、安平委員長の努力のかいあって、
たくさんのゲストの方にお越しいただけました。その中で

私自身のゲストの中にも色々興味をもって聞いてこられた

方がおられましたので話をしていたわけなのですが、まだ

まだワイズメンズクラブというものが世間に知られていな

いことを痛感しました。ファイテンの平田社長も知らなか

ったとか？でもワイズ活動のことやイベント、例会のこと

などを細かく説明するととても関心をもたれ質問攻めにあ

いました。 

色々良い活動をしているのに世間の方々は知られていない

のが今のワイズメンズクラブなんだと感じました。もっと

もっとワイズメンズクラブにことが理解され知れ渡ればも

っともっとメンバーが集まるのに・・・。でもそこなんで

すよね難しいのは。なかなか簡単そうで難しい。面と向か

って人に説明して理解をしてもらうことは何か勧誘してる

みたいで恥ずかしくって。ですから 100人例会のような例
会にはゲストを誘いやすい。派手な例会の中でこんなに地

道な活動もやっているんですってことが私はとても言いや

すくってゲストの方にたくさん話ができました。EMC 委
員長として 100人例会での反省はたくさんありますが、こ
んなこともできる。もっとアピールしてもいいってことが

見えました。 
後半期この反省や経験をいかしてメンバー増強に頑張って

いきますんでメンバーの皆さんのご協力をどうかよろしく

お願いいたします。 
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標語 
国際会長   “Active Participation with Love” 
アジア会長   “Partipation and Inspiration” 
西日本区理事   “One for All , All for One” 
京都部部長    「百花繚乱－京都部－」 

今月の聖句 
天使は言った。「恐れるな。わたしは、民全体に与えられる大きな喜びを告げ
る。今日ダビデの町で、あなたがたのために救い主がお生まれになった。こ
の方こそ主メシアである。あなたがたは、布にくるまって飼い葉桶の中に寝
ている乳飲み子を見つけるであろう。これがあなたがたへのしるしである。」
すると、突然、この天使に天の大軍が加わり、神を賛美して言った。「いと高
きところには栄光、神にあれ、地には平和、御心に適う人にあれ。」（ルカによる
福音書２章10－14節） 

クラブ会長標語             Heart Sharing 
会長 河合久美子  副会長 桂厚子、岩本敬子 書記 牧野万里子、星野淑子 会計 大西光子、金澤典子 

11月在籍者
会員 切手 0pt 第一例会

26名 メン 8 名 25 名 現金 0pt      0   円
広義 ・功労会員 メネット 1 名 3 名 (メイキャップ含む） 第二例会

0名 コメット 1 名 4 名 11,000  円
ビジター 名 名 前月出席率 累計
ゲスト 13 名 70 名 修正 切手 0pt 累計　77,184円

合計　　　　　26名 計 23 名 102 名 なし 現金 0pt

第一例会 第二例会



 

 
１１月５日（日）12:00～16:00河原町三条商店街に於いて恒
例の国際協力街頭募金が行なわれました。 今年の街頭募金は、

例年と少し内容を変えての新しい試みとなりました。 例年と

の違いは ①ワイズデーの行事の扱いとはしない。（ワイズデー

は別の日に設定） ②募金時間を延長し、２部制で行う（前半

はＹのリーダーと子供達、後半はワイズメン） という２点で

す。 
私にとっても、今年はＹＭＣＡの国際協力専門委員としての参

加という、例年とは少し異なった形で参加となりました。 当

日 12:00前Ｙのリーダー、子供達と募金場所へ出発です。 募
金場所へ到着すると、リーダー、子供達たちは何も指示しなく

ても、てきぱきと準備を進めてくれます。 ほんの数分間で、

約３０名の子供達は準備を終え、気がつくときれいに整列し、

大きな声で募金活動を呼びかけています。子供達の大きな声に

誘われて通行人の方々が近づいてきます。 きっと子供達の大

きな声から、熱意が伝わってくるのでしょう。 一緒に参加し

ていただいたＹの子供達のご両親も、子供達に影響されて徐々

に声が大きくなってきました。 
そして午後２時、２部担当のウエストのメンバー、徳議会の

先生、子供たちの、到着です。 早速、徳議会の子供たちも一

生懸命大きな声を出して、募金活動を始めます。 
先生も子供達と一緒に大きな声で募金を呼びかけてくださって

ます。 
メンバーも、徳議会の先生、子供達に影響されて、声が大きく

なってきたようです。 
そして、募金活動も無事終了。募金総額は、75,856 円でした。
昨年を大きく上回る額でした。 徳議会の皆様、お疲れ様でし

た。ありがとうございました。     
募金活動については多くの意見があると思います。許可を取

るのも、年々困難になってきているようです。確かに資金を集

めるという事だけを考えると、他に効率のいい方法もあるので

しょう。時代の変化と共に、検討していかなければいけない問

題は沢山あると思います。しかしながら、毎年行なわれている

この街頭募金は、ワイズメンだから経験できる貴重な行事の１

つであり、奉仕活動の素晴らしさを実感できる機会ではないで

しょうか。 
今年は３連休という事もあり、メンバーの参加者が少なかっ

たのが残念ですが、 
次回はできるだけ多くにメンバー、メネット、コメットで参加

したいと思います。 
まだ一度も参加した事のない方は是非ご参加ください。  
ご家族で参加すると、きっと楽しい思い出の１つになると思い

ますよ。 
 
参加者 メンバー８名 メネット１名 コメット１名  徳議

会 先生４名 生徒９名 
 

 
晴天の続く１１月３日例年通り、平安徳義会に於いて講演と

バザーが開催されました。 
講演は“京の町を学びと育ちの場に”を目標に京都市が主

催・共催する事業の情報が集められ、発信されている情報誌

「GOGO土曜塾」の編集にかかわっておられる先生のお話でし
た。 
今回は子供達に祇園祭のお囃子を体験させ、学ばせるビデオ

でしたが、多くのイベントが掲載されており、これからも親子

で楽しく参加して色々なことにチャレンジしてほしいと思いま

した。 
その後バザー会場へ、園児たちには、奉仕されるばかりでな

く、奉仕出来る喜びを知りなさいと、教えられている言葉が想

いだされるように、皆元気にそれぞれの立場でがんばっている

姿が目にとまりました。 
ウエストクラブはいつものお好み焼き。大好評でしたが、バ

ザー開催が地域の人に知られていないのか、人出が少なくお客

はほとんど園関係者でした。 
先生や園生が作った可愛い手作り作品も沢山並んでいたのに

と思うと少し残念な気がします。最後にコーヒー・カレーをい

ただきお手数をかけました。 
徳義会の皆様ご馳走さまでした。 

 

11/19 京都ＹＭＣＡリトリートセンターにて、オータムフェ

スタが開催されました。例年の屋台、フォークソング・宝探し

に加え今年は、パレスクラブによる綱引き大会が新企画されま

した。 

またリトリート委員会より、食堂の修復工事のための募金も

行われました。 

今回ウエストクラブは 豚汁の屋台で参加いたしました。 

久しぶりではありましたが、なれたメンバーの力で時間通りで

き上がりました。 

多少残ったものの、美味しいとの評判はいただいたと思ってい

ます。 

総勢200名強、ワイズ13クラブとYMCAに通う子供達そして

保護者、リーダーまた、リトセンでのお手伝いに関わっている

方々等、ワイズ以外の広がりが見られたことは本当に嬉しいこ

とでした。もっと、もっとワイズ以外の方々の参加が大事と思

います。 

途中雨に降られはしたものの、2 時過ぎまで、有意義な時間

が過ごせたことに感謝します。 

 

参加者：河合・大西･桂・中原・中原ﾒﾈｯﾄ・星野･牧野・野田・

野田ｺﾒｯﾄ・吉田・岩本 

 

 

 

国際協力街頭募金 
平成１８年１１月５日(日) 河原町三条 

牧野 万里子 

平安徳義会バザー 
平成１８年１１月 3日(祝) 平安徳義会 

森田 直子メネット 

オータムフェスタ 
平成１８年１１月１９日(日) リトリートセンター 

岩本 敬子 



 
広報１００人例会 

平成１８年１１月２４日(金) 京都国際ホテル 
市橋 清太郎 

 
安平広報委員長企画の広報委員会の今期の目玉行事、１００

人例会が盛大に行われました。ウエストの魅力を多くの人に知

ってもらおうという趣旨のもと、ゲストスピーカーの選定から

プログラムの作成まで、安平委員長の大車輪の活躍が実り、見

事 100名余りの参加を頂きました。個々のメンバーも一人でも
多くのゲストに来て頂く為、宣伝に励まれたことと思います。 
例会は我らが山下ワイズの巧みな司会で進行されました。冒頭、

河合会長の挨拶も１００名の参加者を前にやはり少し緊張気味

で力が入っていたように思います。プログラムの中心となる講

演会には㈱ファイテンの平田社長に起こし頂き、「成功への秘

訣」を熱く語って頂きました。平田氏は京都ご出身で、元々は

京都で事業の種を起こし、そして今日の繁栄を築かれたという

ことでした。我々にとっても大いに参考になるお話でした。 
講演会の後は懇親会です。乾杯の挨拶には高野ワイズと笹山ワ

イズが壇上に上がられ、多くの参加者でいっぱいになった会場

を前に、誇らしげで嬉しそうでした。 
アトラクションとしてファイテンさんの商品のデモンストレ

ーションもして頂き、会場は大いに盛り上がりました。 
安平広報委員長をはじめ、PT メンバー、そしてゲストでお
越し下さった皆様にこのような活気ある例会が開けたことを感

謝します。 

 
ファイテン㈱平田社長とウエスト河合会長 

 
満員御礼の会場 

 
雨が心配された 26日(日)、我々ウエストが初参加する表記の
バザーが開かれた。野田ファミリーは、早朝より物販の係りで、

会場である西院中学の体育館で開店準備に、我々メンバーは焼

きトウモロコシの 11時オープンに向けて、9時 30分にグラン
ドのテントに集合。コンロや机の配置に始まり、トウモロコシ

の 1/2カッティング、炭火もおこり準備完了となりつつも肝心
のネタがまだ凍ったままの為、割り箸を刺せずに立往生。千枚

通しを調達したものか、箸を削ったものか、時間が迫ってきた。

松本ワイズが機転をきかせ電動ドリルを会社にとりに帰りみご

とに難問解決。これウエストの学習の一つになったようで。 
 人では多く 11時のオープン時にはざっと 200人位が入場待
ち。一番の目当ては衣類や瀬戸物であるらしく、体育館へみん

なゾロゾロ。一つ＠150円のトウモロコシも次々と焼け、次々
と売れていく。午後 1時半頃には半分以上が売れるも今度は炭
の予備がなく、とても 3時まで火が持たないことが判明。ここ
で又松本ワイズに調達をお願いし、車で七条ニックに走っても

らって確保出来るも、時節柄最後の人は子であって由。こうし

て 2時半ごろには 240個を完売、売上げ金 3万 4千円余を本部
に上納。 
 オープン時には園生達の太鼓の演奏、その後大学生の出前、

チンドン屋が練り歩き、ステージではギターコンサート、花笠

音頭、マジック、大道芸、時ならぬフラダンスなど、多くのグ

ループが発表会をかねて、日頃の成果を披露する。 
 こうして物販といい、模擬店といい、アトラクションといい、

我々の心得ている徳義会のそれを100倍程にも大きくしたこの
バザーは、広く地域の人たちに根ざしている催しである事が分

かり、これに加わることには、徳義会やゲートボール大会のサ

ポートと、また違った意義がある様に見ました。 
参加者  13人 

 

11月  役員会議案書報告 

議案１ クリスマス例会登録費メネット\6,000、
コメット（小学生以上）\3,000、ゲスト
\6,000とする。 

承 認 
 

議案２ リトセンオータムフェスタのチケット
代金 2,000円は全額クラブ負担としサ
予算より拠出する。 

承 認 
  

みやこ作業所 ふれあいまつり 
平成１８年１１月２６日(日) 西院中学校 

中村 豊 



１2月 Ｓｃｈｅｄｕｌｅ 
12月4日 (月) 三役会 19：00～ 今出川YMCA

12月7日 (木) 役員会 19：30～ 
リーガロイ

ヤルホテル

12月14日 (木) 

第一例会（BF

ボーリング大

会） 

未定 
しょうざん

ボウル 

12月16日 (土) 
第二例会（クリ

スマス例会） 
18：00～ 東急ホテル

１月 予  定  抄 
1 月 8 日 (月) 三役会 19：00～ 場所未定

1月 11 日 (木) 役員会 19：30～ 

リーガロ

イヤルホ

テル 

1 月 13 日 (土) 

みやび、洛中、

ウエスト、合

同新年例会 

18：00～ 

ホテルセ

ントノー

ム 

1 月 21 日 (日) 
京都部ＣＳボ

ーリング大会 
未定 

しょうざ

んボウル

1月 25 日 (木) 
第二例会（総

会） 
19：00～ 

リーガロ

イヤルホ

テル 

１２月  Happy Birthday 
メン メネット 

中村 豊 安川 勤 

 高山 納  

   

１２月  Happy Anniversary 
  

山下太郎・洋子  

 塚本勝己・由美  

   

１２月  他クラブ例会案内 
第一例会 第二例会  

日程 場所 日程 場所 

パレス 13日 ブライトン 20日 ブライトン 

洛中 8日 全日空 17日 全日空 

みやび 6日 三条YMCA 16日 セントノーム

 

ＹＭＣＡ Ｎｅｗｓ 
１．会員クリスマス 

京都ＹＭＣＡでは、今年もクリスマスのプログラムを行いま

す。一般の方もご参加できます。ご家族、お友達で是非ご参

加ください。 

日時  12 月 15 日(金)受付開始 午後 6時 30 分        

   ロビーコンサートとクリスマス礼拝 午後７時から   

場所  三条本館および三条通・新京極周辺でキャロリング       

２．スキーキャンプ参加者募集中！  

会員外の方は各キャンプ費用のほかにシーズン会費 2，000

円(ファミリーは 4，000 円)が必要です。 

Ａ．白山スキー 初心者～中級者向き 対象:小学 1～6 年生 

日程:2/9(金)夕～12(月･祝)夜 3泊 4日(3 泊 9食) 

定員:80 名（最少催行人数 15 名）,行先:白山瀬女（せな）

高原スキー場（石川県）,宿泊:金沢学院大学白山麗研修セン

ター,費用:47,000 円（内申込金 9,000 円） 

Ｂ．リトルキッズスキー春  初心者～中級者向き 小学 1～

2年生 

日程 3/26（月）朝～30（金）朝 ４泊５日（４泊１１食う

ち車中１泊） 定員:60 名（最少催行人数 25 名） 

行先:志賀高原横手山スキー場（長野県） ,宿泊:木戸池温泉

ホテル費用 65,000 円（内申込金 10,000 円） 

Ｃ．小学生スキー春   初心者～中級者向き 小学 3～6年生 

日程 ３／26(月)朝～30(金)朝 ４泊５日（４泊１１食うち

車中１泊） 定員:80 名（最少催行人数 25 名） 

行先:志賀高原横手山スキー場（長野県）,宿泊:木戸池温泉

ホテル,費用：65,000 円（内申込金 10,000 円） 

Ｄ．パワフルスキー 初心者～中級者向き 小学 1～6年生 

日程 1/5（金）朝～8（月・祝）夜  ３泊４日(３泊１０食) 

定員:80 名（最少催行人数 15 名）,行先:飛騨高山スキー場

（岐阜県）,宿泊:国立乗鞍青年の家 

費用 45,000 円（内申込金 9,000 円） 

Ｅ．中高生スキー春 初心者～中級者向き 対象 中学１年

～高校３年生 

日程 3/25（日）夜～31（土）朝 6 泊 7 日（6泊 10 食、内

車中２泊）定員:30 名（最小催行人数 15 名） 

行先:野沢温泉スキー場（長野県）,宿泊:野沢温泉ホテル  

費用:69,000 円（内申込金 10,000 円） 

Ｆ.チャレンジスキー春 中～上級者向き 小学４年～高校

３年生 

YMCA ワッペンテスト５取得または緩斜面でのパラレルター

ンができる方対象となります 

日程 3/25（日）夜～31 日(土)朝 6泊 7日(6 泊 10 食、内車

中２泊）,定員:30 名（最小催行人数 15 名）,行先:野沢温泉

スキー場（長野県）,宿泊:野沢温泉ホテル 

費用 69,000 円（内申込金 10,000 円） 

G．ファミリ－スキー  

日程 1/5 日(金)夜～8日(月・祝)夜 3泊 4 日(3 泊 5食、内

車中１泊),定員:10 家族(最小催行人数 20 名) 

行先:志賀高原一の瀬スキー場(長野県),宿泊:ホテルむつみ 

費用:幼児 20,000 円・小学生 35,000 円・大人(中学生以

上)50,000 円 お申込金１家族 30,000 円 

３.春休み小豆島少年少女キャンプ参加者募集中!! 

  カヌー・ヨット・釣りなどのマリンｽﾎﾟｰﾂと磯遊び、島内

めぐりなど瀬戸内海の余島での楽しいキャンプです。神戸Ｙ

ＭＣＡの子ども達と一緒にキャンプを過ごします。 

日程:２００７年３月２９日(木)～４月２日(月) ４泊５日 

場所:神戸 YMCA 余島キャンプ場(香川県小豆郡土庄町字余

島),対象 :小学２年生～高校３年生 男女 20 名     

参加費:54,000 円(内申込金 10,000 円)  

会員外の方は別途シーズン会費 2,000 円が必要です。 

お申込・お問合せは 三条本館 電話 075-231-4388 まで 

◇編 集 後 記◇   ブリテン委員長 立山 隆一  

早いもので今年も残すところ一ヶ月となりました。 

ブリテンに携わってから半年が過ぎましたが編集のミスが

多く皆様にはご迷惑をお掛けいたしました。 

残り半期、編集ミスの無いよう勤めてまいります。 

よろしくお願いいたします。 

◇今月の聖句の解説◇      ｂｙ：辻中連絡主事
イエスの誕生は「異邦人を照らす啓示の光」です。異邦人
とはユダヤ教を知らない人のことです。しかしイエス様誕
生の光はユダヤ人であろうと異邦人であろうとも、救いを
求める者にとっては愛の光でした。クリスマスの「喜びの
夜」をお祝いましょう。そして私たちが喜びにあずかるだ
けでなく、悲しんでいる人、病んでいる人、飢えている人
を覚えて祈って、そういう重荷を負う人々の夜の悲しみが
「喜びの夜」に変えられるように祈りましょう。 


